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【基本目標】 

“安全・安心、豊かさを次代につなぐ 

             県土づくりプラン” 

県土づくりの３つのキーワード 

 「安全・安心」、「持続可能」、「豊かさ」 

 

 

令和８年２月６日 

福 島 県 土 木 部 

福 島 県 建 設 技 術 協 会 





主催：福島県土木部・福島県建設技術協会

■開催日時 令和８年2月6日（金）
１０：30～１６：３0

■会 場 ｷｮｳﾜｸﾞﾙｰﾌﾟ･ﾃﾙｻﾎｰﾙ FTﾎｰﾙ

開 催 次 第

【１】 開 会

１０：３０

【２】 主催者あいさつ 建設技術協会長 芳賀 英幸

１０：３０～１０：３５

【３】 留意事項説明

１０：３５～１０：４５

【４】 発表〔午前〕

１０：４５～１２：００

〈※休憩１２：００～１３：００〉

【５】 発表〔午後〕

１３：００～１４：４５

〈※休憩１４：４５～１５：００〉

【６】 特別報告 《準会員発表・令和６年度全建賞》

１５：００～１６：００

【７】 審査結果発表及び講評 技術管理課課長 草野 雄一

１６：０５～１６：１５

【８】 表彰式及びあいさつ 土木部長 矢澤 敏幸

１６：１５～１６：２５

【９】 閉 会

１６：３０



番号 職名 発表者名 テーマ 発表論題 頁

1 相双建設事務所 復興祈念公園・海岸課 技師 佐藤　聖南 Ⅰ 知ってください　復興祈念公園 1

2 いわき建設事務所 小名浜道路課 技師 村上　大斗 Ⅰ ふくしま復興再生道路「小名浜道路」の開通 2

3 県中建設事務所 管理課 主査 菅野　貴之 Ⅱ
境界ブロック目地部における防草対策実証施工の取り組みにつ
いて

3

4 喜多方建設事務所 企画調査課 副主査 船田　公一 Ⅱ
令和７年２月の大雪による市町村との連携について
～除雪及び雪捨て場～

4

5 喜多方建設事務所 管理課 主査 邊見　英樹 Ⅱ 比抵抗値を用いた地下水帯水層の推定について 5

6 富岡土木事務所 業務課 技師 渡辺　駿一 Ⅱ ひろの防災緑地の維持管理について 6-7

7 相馬港湾建設事務所 企画管理課 主任主査 三品　智和 Ⅱ
猛暑の草刈りはロボットにおまかせ！
～オフグリッド型ロボット草刈機による緑地管理～

8

8 南会津建設事務所 建築住宅課 副主任建築技師 菊地　由香 Ⅲ みなみあいづ支援学校整備事業 9

9 会津若松建設事務所 道路課
主査
副主査

武藤　孝弘
荒井　謙太郎

Ⅳ
国道２５２号（七日町工区）電線共同溝事業における地域の合
意形成について

10

10 県北建設事務所 管理課 技師 菅野　花織 Ⅴ 若手職員による業務向上研修 11

11 県南建設事務所 河川砂防課 技師 石井　文雅 Ⅴ 経験を通した気づき、築きで未来を拓く 12

12 喜多方建設事務所 道路課 技師 菅野　瑞規 Ⅴ
道路事業における鉄道管理者との協議調整について
～踏切・立体交差等の実例を参考とした解説～

13

芥川　一則 14-18

松本　英夫 20

今泉　仁史 24

相双建設事務所 建築住宅課 副主任建築技師 平野　悠 27

富岡土木事務所 復旧・復興課 副主査 齋藤　達彦 28-33

「令和７年度ふくしまの未来を拓く業務発表会」　発表論題一覧

所属名

開会
10:30～

12:00～13:00　昼休み

10:45～
12:00
（5件）

閉会
16:30

マップ方式による自動運転の成果報告

大災害の時代

スマートフォンによる道路点検ＤＸシステムについて

【令和６年度全建賞受賞】
福島県立ふたば支援学校移転新築工事

【令和６年度全建賞受賞】
夫沢地区海岸　公共災害復旧事業（再生・復興）

審査結果発表及び公表
16:00～16:10

福島県建設技術協会準会員

福島県建設技術協会準会員

福島県建設技術協会準会員

13:00～
14:45
（7件）

14:45～15:00　休憩

【テーマ】
Ⅰ．「東日本大震災及び原子力災害からの復興・再生」：復旧復興事業
Ⅱ．「安全で安心できる生活環境の確保」：防災、維持管理、積雪地域・過疎地域の環境整備等
Ⅲ．「ふくしまの活力を支える社会資本の整備」：道路網整備、観光支援等
Ⅳ．「思いやりにあふれたまちづくり・地域づくり」：まちづくり、環境保全、リサイクル等
Ⅴ．「その他」：新技術、新工法、マネジメント、広報等
【発表時間】
○発表：１０分、質疑応答：５分（１発表当たり１５分）

15:00～
16:00

表彰式及びあいさつ
16:10～16:25



 

業務発表 
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令和7年度ふくしまの未来を拓く業務発表会

「大災害の時代」

「人は忘れる」という大原則がある

文
明
が
進
む
に
従
っ
て
人
間
は
次

第
に
自
然
を
征
服
し
よ
う
と
す
る
野

心
を
生
じ
た
。
そ
う
し
て
、
重
力
に

逆
ら
い
、
風
圧
水
力
に
抗
す
る
よ
う

な
い
ろ
い
ろ
の
造
営
物
を
作
っ
た
。

そ
う
し
て
あ
っ
ぱ
れ
自
然
の
暴
威

を
封
じ
込
め
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い

る
と
、
ど
う
か
し
た
拍
子
に
檻
を

破
っ
た
猛
獣
の
大
群
の
よ
う
に
、
自

然
が
あ
ば
れ
出
し
て
高
楼
を
倒
壊
せ

し
め
堤
防
を
崩
壊
さ
せ
て
人
命
を
危

う
く
し
財
産
を
滅
ぼ
す
。

そ
の
災
禍
を
起
こ
さ
せ
た
も
と
の

起
こ
り
は
天
然
に
反
抗
す
る
人
間
の

細
工
で
あ
る
と
言
っ
て
も
不
当
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。

災
害
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る

べ
き
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
さ
せ
、

い
や
が
上
に
も
災
害
を
大
き
く
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
も
の
は
た
れ
あ

ろ
う
文
明
人
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
、
寺
田
寅
彦
の
こ
と
ば

（
「
天
災
と
国
防
」
所
収
）

「未曾有と想定外（東日本大震災に学ぶ）」にも紹介されている物理学者・寺田寅彦の９２
年前の警告です。

人間は非常に忘れっぽい生き物です。もち
ろんそれは悪いことではありません。辛い経
験を含めて過去のことをすべて覚えていたら、
前に進めなくなって動きがとれなくなってし
まいます。つまり、人間が忘れっぽいという
性質を持っていることは、「前向きに生きる
ための一つの知恵」ということもできます。
しかし、失敗や災害の対策を考えるときに

は、この性質がマイナスに働くのです。図は
人間の忘れっぽさの法則性を示しています。
「三」という数字がカギになります。「三日
坊主」という言葉に象徴されるように、人間
は同じことを「３日」も繰り返すとたいてい
飽きてしまいます。自分が失敗や被災の当事
者になったりして、直接手痛い被害を受けた
ようなときには、さすがにもう少し記憶が長
続きします。かなり辛い体験でも「３年」も
するとだんだんと忘れていくようです。

（ 中略 ）
組織の場合は個人よりも記憶が長続きしま

すが、それでもたいていは「３０年」もする
と忘れ去られていきます。これは、人
間の入れ替わりが行われるからです。

こうした記憶の減衰は、地域、社会など大
きな共同体の中でも起こります。地域の場合
は大体「６０年」で忘れ去られていくと考え
て良いでしょう。組織よりも長いのは、人間
の入れ替わりのサイクルそのものが長いから
です。人間が入れ替わる中で（寿命）だいた
い６０年もすればかなり大きな出来事でも地
域から記憶が消えていくのです。
記憶として残らなくても、文書や文化とし

て残りますが、たいていは「３００年」もす
ると、社会として「なかったこと」として扱
われます。

本資料の２、３ページの図表は畑村洋太郎著「未曾有と想定外（東日本大震災に学ぶ）」にあ
る図からヒントを得て作成したものです。以下、同著からの引用です。

2026/02/06・松本

－１－
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31 60 6 6 7 12 12 15 16 17 17 18 18 21 24 25 30 30 31 32 33 36 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 5 5 5 5 5 6 6 6 6 7 7 7 7 8 9 9 9 9 9 10 10 10 10 11 11 11 11 12

災
害
名

島
根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震

青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
７
年
8
月
6
日
か
ら
の
低
気
圧
と
前
線
に
よ
る
大
雨

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
付
近
の
地
震
に
伴
う
津
波

（
津
波
警
報

）

ト
カ
ラ
列
島
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
７
年
２
月
４
日
か
ら
の
大
雪
等

令
和
７
年
１
月
８
日
か
ら
の
大
雪
等

令
和
６
年
1
1
月
1
日
か
ら
の
大
雨

令
和
６
年
9
月
2
0
日
か
ら
の
大
雨

令
和
６
年
台
風
第
1
0
号

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
６
年
7
月
2
5
日
か
ら
の
大
雨

令
和
６
年
7
月
1
0
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
６
年
1
月
2
3
日
か
ら
の
大
雪
等

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

令
和
５
年
台
風
第
6
号

令
和
５
年
７
月
１
５
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

令
和
５
年
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
及
び
台
風
第
２
号

石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
５
年
１
月
2
0
日
か
ら
の
大
雪
等

令
和
４
年
1
2
月
2
2
日
か
ら
の
大
雪

令
和
４
年
1
2
月
1
7
日
か
ら
の
大
雪

令
和
４
年
台
風
第
1
5
号

令
和
４
年
台
風
第
1
4
号

令
和
４
年
８
月
の
大
雨

桜
島
の
火
山
活
動

【
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
５

】

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

千
葉
県
北
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
３
年
８
月
の
大
雨

令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら
の
大
雨

福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

令
和
３
年
1
月
7
日
か
ら
の
大
雪
等

令
和
２
年
1
2
月
1
6
日
か
ら
の
大
雪

令
和
２
年
台
風
第
1
4
号

令
和
２
年
台
風
第
1
0
号

令
和
２
年
7
月
豪
雨

東
日
本
台
風

（
1
9
号

）

房
総
半
島
台
風

（
1
5
号

）

九
州
北
部
記
録
的
大
雨

新
潟
で
震
度
６
強

北
海
道
で
震
度
７

台
風
2
1
号

猛
暑
平
成
3
0
年
７
月
豪
雨

大
阪
北
部
で
震
度
６
弱

九
州
北
部
豪
雨

福
島
県
沖
震
度
５
弱

鳥
取
震
度
６
弱

阿
蘇
山
爆
発
的
噴
火

平
成
2
8
年
台
風
１
０
号

平
成
2
8
年
熊
本
地
震

阿
蘇
山
噴
火

関
東
・
東
北
豪
雨

小
笠
原
諸
島
西
方
沖
地
震

M
８
・
５

口
永
良
部
島
噴
火

御
嶽
山
噴
火

平
成
２
６
年
８
月
豪
雨
広
島
市
土
砂
災
害

南
木
曽
町
土
石
流
災
害

平
成
２
６
年
豪
雪

台
風
３
０
号

最
大

震
度

５
強

６
強

M
8
・
8

６
弱

６
弱

６
弱

７
６
強

６
強

５
強

６
強

６
弱

５
弱

６
弱

７

M
8
・
５

発
生
日 20

26
/1

/6

20
25

/1
2/

8

20
25

/8
/6

20
25

/7
/3

0

20
25

/7
/3

20
25

/2
/4

20
25

/1
/8

20
24

/1
1/

1

20
24

/9
/2

0

20
24

/8
/2

7

20
24

/8
/8

20
24

/7
/2

5

20
24

/7
/1

0

20
24

/4
/1

7

20
24

/1
/2

3

20
24

/1
/1

20
23

/8
/2

20
23

/7
/1

4

20
23

/6
/2

8

20
23

/5
/3

1

20
23

/5
/5

20
23

/1
/2

0

20
22

/1
2/

22

20
22

/1
2/

17

20
22

/9
/2

2

20
22

/9
/1

7

20
22

/8
/3

20
22

/7
/2

4

20
22

/3
/1

6

20
21

/1
0/

7

20
21

/8
/7

20
21

/7
/1

20
21

/2
/1

3

20
21

/1
/7

20
20

/1
2/

16

20
20

/1
0/

7

20
20

/9
/5

20
20

/7
/3

20
19

/1
0/

13

20
19

/9
/9

20
19

/8
/2

8

20
19

/6
/1

8

20
18

/9
/6

20
18

/9
/4

20
18

/7
/6

20
18

/6
/1

8

20
17

/7
/5

20
16

/1
1/

22

20
16

/1
0/

21

20
16

/1
0/

8

20
16

/8
/3

0

20
16

/4
/1

4

20
15

/9
/1

4

20
15

/9
/1

0

20
15

/5
/3

0

20
15

/5
/2

9

20
14

/9
/2

7

20
14

/8
/2

2

20
14

/7
/9

20
14
/2
/1
4～

16

20
13

/1
1/

5

2
0
2
6
/
2
/
6

飽きる

個人

組織

「人は忘れる」という大
災害の記録と時間

経過

時間

この図表を最初につくったのは２０１３年（Ｈ２５）１２月です。それから１３年

の間に次々と大きな災害が起こり、何度も追加更新をしています。

東日本大震災以降の出来事でも、古い記憶が新しい記憶で塗り替えられて、段々と

小さくなり、やがて消えてしまいそうです。千年に一度の大震災と言われますが、

１２００年近く前の「貞観地震」が知られるようになったのは大震災を経験した後の

ことです。正に、「起こったことを知らない」時間の経過です。

災害列島に暮らす日本人は、幾多の困難から立ち上がっては忘れることを繰り返し

てきたのかもしれません。

また、１９５９年の伊勢湾台風から１９９５年の阪神大震災までは、１０００人以

上の被害者が出た大災害ゼロの期間であったそうです。

－２－

忘れる冷める

年ヵ月日

３日

３ヶ月 ３年

こ
れ
か
ら

大災害の時代

2
0
26

/
2
/6

今
日

21



12 12 12 14 14 14 17 21 31 34 39 42 42 47 61 66 92 102 130 138 171 234 319 415 415 421

台
風
２
６
号

台
風
１
８
号

山
口
島
根
豪
雨

台
風
1
5
号

新
潟
・
福
島
豪
雨

東
日
本
大
震
災

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

新
潟
県
中
越
地
震

阪
神
・
淡
路
大
震
災

雲
仙
普
賢
岳
火
砕
流

８
・
５
水
害
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【　「未曽有と想定外～東日本大震災に学ぶ～（畑村洋太郎著・講談社現代新書）」を参考に松本が作成　】

1157

地域

社会
文化

いう大原則がある 【 記憶の減衰の法則性 】

この３６年間は奇跡と言われる高度経済成長を遂げた時期と重なることか

ら、大自然災害の空白期であったことが寄与しているという指摘があります。

災害と日本人は経済活動においても密接な関係があることを示しています。

「人は忘れる」とするならば、時々、記録を振り返り、新たな記憶を繰り

返すしかないのかもしれません。記憶のアップデートです。

肝心なのは「これから」です。

「大災害の時代」に巡り合ってしまった私たちは、「これから」、

「いつ」、「どこで」起こってもおかしくない災害への覚悟と備えを怠るこ

とはできません。

起こったことを
知らない
冷める

社会から
消える

地域が
忘れる

途絶える

崩れる

－３－

大災害ゼロの期間

（約３６年間）

３０年

６０年

３００年 １２００年
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（「岩波現代文庫版への序文」から）
「大災害の時代」は、終わったわけではなく、首都

直下地震や南海トラフ地震だけでなく、地球温暖化に
伴う風水害も頻発し、地殻変動と異常気象の双方に起
因する大災害を覚悟すべき時代に、われわれが生きて
いるからである。

災害とは、大自然が一方的に人間社会に科すもので
はなく、両者の相互作用の結果である。その観点に立
てば、社会がどのように災害を予期し、備えていたか
否かはきわめて重要である。備えのありようは、危機
管理的な災害突発時からの対処から、復旧・復興の完
成に至るまでの全過程に影響を及ぼす。

本書は、近代日本の３つの大震災を主として論じる。
三大震災とは、第一に、日本の中枢部である首都圏を
襲い、１０万５３８５人という日本史上最大の犠牲者
を出した１９２３年の関東大震災である。第二には、
日本における第二の中心地である関西のうち、神戸か
ら阪神間にかけての市街地を直撃して６４３４人（災
害関連死を含む）の犠牲者を出した１９９５年の阪
神・淡路大震災である。そして第三に、２０１１年３
月１１日の東日本大震災である。それは、マグニ
チュード（Ｍ）９．０という、記録されている限り日
本史上最大規模の地震が東北地方の太平洋岸に大津波
をもたらし、２万２千余人もの命を奪った。のみなら
ず、それは、福島第一原発の過酷な事故を併発して、
周辺の住民から故郷を奪い、日本の未来社会に影を落
とした。
本書は、三つの大震災のそれぞれを包括的に解き明

かすことを目的とする。災害は、常に個性的であると
ともに、多面的であるが、その多様な諸側面に留意し
つつ、全体像を示したいと思う。

まず注目すべきは、災害のフィジカルな側面である。

地殻運動のどのようなメカニズムが大地を揺らし、海
を掻き立てたのか。それは人々と社会にどのような被
害をもたらしたのか。単発災害か、複合災害か。

次に第二局面は、安全な住居を奪われた被災者に対
し、各レベルの政府（日本の場合、基礎自治体が中
心）が避難所を提供し、水と食料を届けて、当座の生
存を支える応急救援期である。

第三局面は、仮設住宅などで暮らしつつ、自宅再建
や災害公営住宅の建設など、恒久的住居と街の再建を
待つ時期である。

以上の三大震災のすべてにおいて、復興思想をめぐ
る対立が存在した。単に災害前の状態に戻す「復旧」
か、災害を機にかえってよりよい街をつくる「創造的
復興」か、いずれを目標にするかの争いである。

本書は、以上のような復興思想の進展をはじめとす
る社会意識の変容に注目して、三大震災への対応と復
興を比較検討するものである。

筆者自身が近年の地震に関わったことが、本書の
トーンに影響しているかもしれない。関東大震災の記
述は、もっぱら歴史的研究に基づくものである。阪
神・淡路大震災の被災者に筆者自身がなったことによ
り、本書の記述には個人的体験が加味され、さらに復
興事業のうち、震災オーラル・ヒストリー・プロジェ
クトの実施責任者に私がなったことにより、被災地と
国の関係者からの直接の情報が多く用いられている。
東日本大震災については、復興構想会議の議長を務め
たことにより、復興プランがいかに作られるかを内側
から知ることになり、それが本書に反映されている。

（「あとがき」から）
東日本大震災の復興構想会議議長に任じられた私の

立場は自明であった。被災地の人々を見捨てない。不
可能をなすとは言わないが、できるかぎりのことをす
る。この災害列島の住人は、だれもが被災者となりう
るのだ。
災害共同体という宿命は、国民共同体を強く本格化

することを不可避とする。復興構想７原則が明示した
ように、この列島の住人は「連帯と分かち合い」を
もって支え合う以外に、大災害を克服することはでき
ないのだ。自己の存在のためにも、共助の手を差し延
べ合う以外にない。
運命によって、阪神・淡路大震災と東日本大震災の

双方に関わり、大災害の時代を前線で生きることに
なった私は、そのような考えを深めた。

この列島の住民の安全のために働くすべての人々に
本書を捧げたい。

２０２３年７月
五百旗頭 真

－４－

「大災害の時代～三大震災から考える～（五百旗頭 真著）」
から引用。文中下線は松本による。
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スマートフォンによる道路点検 DXシステムについて 

ニチレキ株式会社東北支店  今泉 仁史 

１ 概要 

スマートフォンによる道路点検 DXシステム（名称：GLOCAL-EYEZ グローカルアイ

ズ、NETIS 登録番号：KK-230048-A）は、道路パトロール車や一般車のフロントガラ

スに取り付けたスマートフォンで舗装路面を撮影するだけで、舗装路面のひび割

れ、わだち掘れなどの路面性状を自動検出することができます。 

このシステムは、インターネット通信技術、AIなどのデジタル技術を結集した DX

対応型の道路管理技術であり、スマートフォンと車さえあれば、誰でも安価に正確

に点検でき、日々の道路管理、修繕工事の選定、さらには、舗装の適正な管理と長

寿命化対策の推進を目的とした個別施設計画の策定等を支援することができます。 

 

【図１】GLOCAL-EYEZ による路面性状調査 

２ GLOCAL-EYEZ の有効性 

  従来の路面性状調査については、レーザー受発信機や変位計などを搭載した路面

性状調査の専用車両で行われていましたが、GLOCAL-EYEZ については、スマートフ

ォンを道路パトロール車に取り付けて路面性状調査を行うことで省力化は図れ、従

来の路面性状調査より費用が安価になるだけでなく、日常の道路パトロール時に合

わせて、効率的に路面性状調査を実施することが可能となります。また、国土交通

省の道路システム DX（xROAD：クロスロード）のデータ形式に対応したデータ出力

が可能ですので、xROAD にスムーズに連携できます。 

３ GLOCAL-EYEZ で把握できること 

(1)路面の現況 

   舗装路面のひび割れ、わだち掘れ、ポットホール、段差、路面標示（区画線 

等）のかすれ、道路付属施設（ガードレール等）の損傷など 
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(2)各指標の評価 

ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性（IRI）、MCI (舗装の維持管理指数) 

 

 

 

(3)健全性の診断 

 舗装点検要領（国土交通省道路局）に基づく健全性の診断 

 

４ 活用事例 

(1) 福島県いわき建設事務所（令和 4年度）L=425.6km 

・道路の維持管理の効率化に資する新技術・システム導入を見据えて試行活用

し、道路維持管理業務への適用性、効果、システム利便性等の確認を行う目的

で採用され、道路パトロール時に調査が行われました。解析に要する期間が短

縮され AI活用の優位性が確認できました。調査データは舗装補修計画や予算要

望資料等に活用されました。 

  （調査項目）ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性（IRI）  

 

【図２】MCI 評価図 

【参考】今後、国土交通省で求められる性能              

ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性（IRI）、区画線のかすれ 
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(2) 磐城国道事務所（令和 7年度）L=170.4km

・これまで、路面性状調査の専用車両により、所管する道路を 5年間で一巡する

よう路面性状調査が行われていましたが、近年、調査費用の予算確保が厳しくな

るとともに、舗装の劣化も進行し、所管する道路全体の劣化状況を把握する目的

で採用されました。従来の路面性状調査と比較し GLOCAL-EYEZ を活用した路面性

状調査は安価であったため、道路パトロール時に、所管する道路全体の調査が行

うことができました。なお、調査データは詳細調査（コア抜き調査、FWD たわみ

量調査、開削調査）の実施個所選定、舗装補修計画の策定や予算要望資料等に活

用されました。

  （調査項目）ひび割れ率、わだち掘れ量、平坦性（IRI） 

【表１】路面性状調査一覧表（抜粋） 

５ おわりに 

  従来の路面性状調査と比較して、GLOCAL-EYEZ を活用した路面性状調査は、経済

的であるとともに、道路パトロール時に路面性状調査を誰でも行うことができま

す。また、AI を活用することにより、解析に要する時間が短縮できることから、

日頃の道路管理業務が効率化されるため、今後の汎用性が期待できると考えてお

ります。 

さらに、調査データは、舗装補修計画策定はもとより、予算要望資料作成、緊自

債・公適債・凍上災等申請資料作成などに幅広く寄与するものと思われます。 
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全建賞審査委員会の評価ポイント 

東日本大震災の影響で、避難を余儀なくされた

双葉地域の特別支援教育再生を目的に、ふたば支

援学校の移転新築工事を実施。BIM データと ICT

重機を連動させ、高精度かつ効率的な掘削を実現。

支援学校生徒の木製パネル製作や高校生の作業

体験で建設業の魅力を発信し、特別支援教育の振

興と住民帰還を支える復興拠点として整備され

た点が評価された。 

１．はじめに 

ふたば支援学校の前身である富岡支援学校は、障

がいのある子どもたちが、地域社会の中でより良く

生活する力を身につけることを目的として、双葉郡

富岡町に開設された。しかし、東日本大震災と福島

第一原子力発電所事故の影響によりいわき市への避

難を余儀なくされ、仮設校舎等で小学部と中学・高

等部に分かれて教育活動を継続してきた。この度、

双葉郡楢葉町に新校舎が完成したことにより、令和

７年１月から子どもたちは新たな環境で学びを開始

している。 

２．事業の概要 

本事業は、双葉地域の教育振興と住民の帰還を支

える基礎整備として、また、避難地域における「教

育の再生」のシンボルとしての移転新築工事である。 

・地上3階建て 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

・敷地面積15,451.94㎡ 延べ面積8,432.37㎡

ふたば支援学校新校舎全景 

３．事業の成果 

１）施工ＢＩＭの活用による効率化・生産性向上 

ＢＩＭを活用し、配筋の納まりや設備工事との取

り合いを３Ｄモデルで事前に確認することで、施工

の効率化と品質向上を図った。 

また、土工事においてはＢＩＭとＩＣＴ重機を連

動し、掘削レベルを自動制御することで施工精度と

生産性の向上を実現した。 

２）生徒・学校関係者との共創 

校舎完成後、愛着を持って利用してもらえるよう、

ふたば支援学校の生徒を対象に学校の昇降口に設置

する県産材木製パネルの施工体験を行った。また、

生徒・学校関係者向け現場見学会の開催や生徒によ

るイラストの仮囲い設置など、施工段階から新校舎 

との関わりを実感し、新たな学校生活に期待やイメ

ージを膨らませ、より親しみを感じてもらえる機会

を設けた。 

３）官民連携による建設業の魅力発信 

 （一社）福島県建設業協会の協力のもと、地元工

業高校生を対象に現場見学・作業体験会を開催し、

実際の現場作業を通して、建設業の魅力ややりがい

を体感してもらった。また、地元市町村や建設業協

会等会員を対象とした現場研修会を開催し、地域の

建築業界における課題や官民連携の必要性を共有し

た。さらに、発注者と受注者が工事進捗等をSNSに

投稿するなど、現場の魅力を効果的に発信した。 

(左上)木製パネル施工体験  (右上)生徒現場見学会 

(左下)木製パネル設置状況  (右下)地元高校生体験会 

４．おわりに 

新校舎完成後に開催された落成式では、生徒代表

が「これまで離れていた小学部と中学・高等部が新

しくきれいな校舎で一緒に学べて嬉しい」と挨拶し

た。震災から１４年、ふたば支援学校が真の復興に

向けて大きな一歩を踏み出すことができたと感じて

いる。今後も、利用者や地域と連携しながら施設整

備を進め、子どもたちが希望に満ちた未来を描ける

よう双葉地域の復興に貢献したい。 

特別報告 令和６年度 全建賞【（東日本枠）住宅部門】 

福島県立ふたば支援学校移転新築工事 

福島県 相双建設事務所 
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